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土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

合計特殊出生率
1.40

（H20-24）
1.41
(H27)

1.37
(H28)

1.41
（H29）

1.53
(H31)

○
（数値改善）

基本目標1 土岐市の次代を担う「ひと」を育む

本市における自然減少は、若年女性人口の減少、未婚化・晩婚化や晩産化の進行などにより、出生数の減少
傾向が続いていることが原因と考えられます。
そこで、未婚者への出会いの場を提供することなどにより婚姻率を高め、未婚化・晩婚化の抑制を図ります。

また、子育て世帯の経済的負担の軽減や保育・託児環境の充実、特色ある小中学校づくりといった、出産から
教育までのライフステージに応じた切れ目のない子育て支援を充実し、子育てを地域全体で支えあうことがで
きるまちをつくることにより、年間出生数の増加を図ります。

施策１

若い世代の結婚への関心・意欲を高めるとと
もに出産前後の支援をする

施策２

ライフステージに応じた子育て支援を充実する

施策３

地域で子どもを守り・育む環境をつくる

施策４

特色ある小学校・中学校づくり

基本的方向



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標１：土岐市の次代を担う「ひと」を育む

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

子育ての環境や支援への満
足度

19.7%
（H26）

27.3％
(H28)

18.5％
（H29）

25.0％
（H30）

25.0%
（H31）

◎
（目標達成）

特定不妊治療費助成制度利
用者数

40件
（H27）

45件
(H28)

46件
（H29）

31件
（H30）

40件
（毎年）

△
（目標未達成）

施策

事業 「出会い・出産の支援」のための主な事業

若い世代の出会いのサポート

事業
内容

婚活支援事業（婚活パー
ティー等）への助成（10万円
/１件）。

決
算
額

28 194千円

29 335千円

30 100千円

事
業
実
績

28

・2件の事業に補助し、延べ
86名参加。8組のカップル成
立。

29
・４件の事業に補助し、延べ
１３７名が参加、１４組のカッ
プルが成立

30
・1件の事業に補助し、２５名
が参加、５組のカップルが成
立。

１ 若い世代の結婚への関心・
意欲を高めるとともに出産前
後の支援をする

思春期体験学習の実施

事業
内容

・中学生を対象に、赤ちゃん
とのふれあい体験を通じた
生命や性の尊厳を考える機
会を提供

決
算
額

28 0千円

29 0千円

30 0千円

事
業
実
績

28
・8月に1回実施、2名参加

29 ・8月に1回実施、2名参加

30 ・8月に1回実施、3名参加

「マタニティクッキング」の開催

事業
内容

・妊娠中に取りたい栄養や
家族の健康を守る食につい
ての知識を知っていただくた
めに、マタニティクッキングを
実施（年４回程度）

決
算
額

28 174千円

29 192千円

30 169千円

事
業
実
績

28
・偶数月に実施（年6回）、計
32名参加

29
・マタニティクラスとして偶数
月に実施（年6回）

計32名参加

30
・マタニティクラスとして偶数
月に実施（年6回）

計31名参加

「プレママクラス（妊婦クラス）」の
開催

事業
内容

・胎教や抱っこ、オムツの替
え方、おっぱいのセルフケア
など、自信を持って赤ちゃん
を産み育てられるように、出
産前の妊婦さんを対象とし
てプレママクラス（妊婦学級）
を開催

決
算
額

28 43千円

29 56千円

30 49千円

事
業
実
績

28
・奇数月に実施（年6回）、計
27名参加

29
・奇数月に実施（年6回）、計
27名参加

30
・奇数月に実施（年6回）、計
27名参加

「パパママクラス（両親学級）」の
開催

事業
内容

・お風呂の入れ方やお父さ
んの妊婦体験など、夫婦そ
ろって出産・育児について学
べるパパママクラス（両親学
級）を開催（年４回程度）

決
算
額

28 45千円

29 57千円

30 45千円

事
業
実
績

28
・年4回実施、計58組（116
人）参加

29
・年4回実施、計58組（116
人）参加

30
・年4回実施、計56組（112
人）参加

乳幼児学級の開催

事業
内容

・乳幼児期の子育てについて
の学びと交流による不安や悩
み・ストレスの解消を目的とし
た乳幼児学級を開催

決
算
額

28 941千円

29 893千円

30 893千円

事
業
実
績

28

・名称を「あすなろ・乳幼児学
級」から「乳幼児学級てくてく」
と改め、０～１歳児、２～３歳
児の親を対象に、各３学級（１
学級15組）で、５月から２月で
計18回の乳幼児学級を開催。

29

・０～１歳児、２～３歳児の親
を対象に、各２学級（１学級15
組程度）で、５月から２月で計
18回の乳幼児学級を実施。

30

・０～１歳児、２～３歳児の親
を対象に、各２学級（１学級15
組程度）で、５月から２月で計
17回の乳幼児学級を実施。

「ぎふっこカード（アプリ）」の配布
促進

事業
内容

・妊娠中の世帯への「ぎふっ
こカード（アプリ）」の配布促
進

決
算
額

28 0千円

29 0千円

30 0千円

事
業
実
績

28
子育て支援課、各支所、健
康増進課で配布

29
子育て支援課、各支所、健
康増進課で配布

30
子育て支援課、各支所、健
康増進課で配布

一般・特定不妊治療費助成事業

事業
内容

・人工授精といった保険適用
外の一般不妊治療のための
費用を助成
・体外受精や顕微授精と
いった保険適用外の不妊治
療費用を助成

決
算
額

28 3,741千円

29 2,655千円

30 2,507千円

事
業
実
績

28

・一般不妊治療費給付件数
22件（22人）
・特定不妊治療費給付件数
87件（46人）

29

・一般不妊治療費給付件数
22件（22人）
・特定不妊治療費給付件数
87件（46人）

30

・一般不妊治療費給付件数
18件（17人）
・特定不妊治療費給付件数
60件（31人）

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標１：土岐市の次代を担う「ひと」を育む

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

子育ての環境や支援への満
足度

19.7％
(H26)

27.3％
(H28)

18.5％
（H29）

25.0％
（H30）

25.0％
(H31)

◎
（目標達成）

3人乗り自転車等購入助成利

用件数

360件
（H27）

174件
（H28)

184件
（H29）

181件
（H30）

360件

（毎年）
△

（目標未達成）

保育園・幼稚園等の充実に関
する市民満足度

20.2％
(H25)

27.3％
(H28)

18.5％
（H29）

25.0％
（H30）

25.0％
(H31)

◎
（目標達成）

待機児童数
0人
(H26)

0人
（H28)

0人
（H29）

0人
(H30)

0人
(H31)

◎
（目標達成）

土岐市奨学生制度の利用件
数

63件
(H26)

69件
（H28)

76件
（H29）

78件
(H30)

70件
(H31)

◎
（目標達成）

施策
２ ライフステージに応じた子育

て支援を充実する

３人乗り自転車等購入助成事業

事業
内容

・１歳から６歳のお子さんが
二人以上いる家庭が購入す
る「３人乗り自転車」と「ヘル
メット」、チャイルドシートの
購入費用を助成

決
算
額

28 1,989千円

29 1,693千円

30 1,584千円

事
業
実
績

28

3人乗り自転車：2件
100,000円
チャイルドシート等：174件
1508,200円

29
申請件数 185件（自転車1
件、チャイルドシート184件）

30
申請件数 181件（自転車2
件、チャイルドシート179件）

事業 「子育て世帯の経済的負担の軽減」のための主な事業

児童手当の支給

事業
内容

・子育て世帯の経済的負担
の軽減のため、中学校卒業
までの子どもを養育している
父母に対する手当を支給

決
算
額

28 901,181千円

29 885,862千円

30 866,195千円

事
業
実
績

28 支給延人数 82,061人・月

29 支給延人数 80,690人

30 支給延人数 78,030人

児童扶養手当の支給

事業
内容

・生活の安定と自立を助け、
子どもの健やかな成長のた
めに、父母の離婚などにより
父親(母親）と一緒に暮らして
いない母子（父子）家庭等に
対する手当を支給

決
算
額

28 185,262千円

29 187,976千円

30 179,969千円

事
業
実
績

28 支給延人数 4,946人

29 支給延人数 4,796人

30 支給延人数 4,483人

乳幼児等医療費助成

事業
内容

・中学校３年生までの子ども
にかかる医療費の自己負担
分の助成（所得制限なし）

決
算
額

28 235,054千円

29 233,041千円

30 211,151千円

事
業
実
績

28 受診延件数 114,250件

29 受診延件数 112,095件

30 受診延件数 111,446件

土岐市奨学生制度

事業
内容

・土岐市奨学生に対して奨
学金を交付（高校生6,000円
／月、大学生8,000円／月）

決
算
額

28 1,989千円

29 1,693千円

30 1,584千円

事
業
実
績

28 高校生41名 大学生28名

29 高校生36名 大学生39名

30 高校生41名 大学生32名

事業 「保育・育児環境の充実」のための主な事業

認定こども園の整備

事業
内容

・市内に、認定こども園を順
次整備

決
算
額

28 12,474千円

29 77,249千円

30 894,738千円

事
業
実
績

28
・のうなん保育園の濃南こど
も園への移行準備
・西部こども園の基本設計

29
西部こども園の設計及び西
部体育館等の解体工事

30

・西部こども園建設工事
・西部こども園建設施工監
理委託
・西部こども園備品調達

市内６児童館の運営

事業
内容

・健康増進と情操豊かな子
どもを育むために、市内６か
所で児童館を運営

決
算
額

28 60,065千円

29 69,070千円

30 67,191千円

事
業
実
績

28 利用者 延べ85,095人

29 利用者 延べ84,552人

30 利用者 延べ77,063人

病後児保育

事業
内容

・仕事など、やむを得ない事
情により、家庭で病後のお
子さんの保育が困難な場合、
病後児保育所における保育
を提供

決
算
額

28 1,137千円

29 715千円

30 333千円

事
業
実
績

28 延べ利用者数 10人

29 延べ利用者数 2人

30 延べ利用者数 0人

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標１：土岐市の次代を担う「ひと」を育む

施策

事業 「地域における子育て支援の充実」のための主な事業

子育て外出支援事業

事業
内容

・児童センターの幼児用トイ
レを改修

決
算
額

28 1,655千円

29 1,998千円

30 4,590千円

事
業
実
績

28
西部児童センターのトイレを
洋式化し、ベビーチェアを設
置

29
駄知児童センターのトイレを
洋式化し、ベビーシートを設
置

30

土岐津児童館、泉児童館の
トイレを洋式化し、土岐津に
ベビーシート、泉にベビー
チェアを設置

３ 地域で子どもを守り・育む
環境をつくる

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

子育て支援の充実に関する
市民満足度

15.9％
（H25）

27.3％
（H28)

18.5％
（H29）

25.0％
（H30）

20.0％
（H31）

◎
（目標達成）

保育園・幼稚園等の充実に関
する市民満足度

20.2％
(H25)

27.3％
(H28)

18.5％
（H29）

25.0％
（H30）

25.0％
(H31)

◎
（目標達成）

放課後教室の延べ参加人数
250人/日
(H27)

313人/日
（H28)

340人/日
（H29）

324人/日
（H30）

450人/日
(H31)

〇
（数値改善）

乳児家庭全戸訪問事業

事業
内容

・生後４か月を迎えるまでの
すべての乳児がいる家庭を
対象に、母子保健推進員と
保健師が訪問

決
算
額

28 340千円

29 434千円

30 358千円

事
業
実
績

28
対象者373名、家庭訪問数
366件

29
対象者373名、家庭訪問数
366件

30
対象者330名、家庭訪問数
327件

子育て等にかかる総合的な相談
受付

事業
内容

・子どもや家庭の悩み、心配
事の相談を受ける「家庭児
童相談室」を運営
・言葉や運動といった、子ど
もの発達に心配がある方の
相談を受け付ける「幼児育
児相談（幼児療育セン
ター）」を運営

決
算
額

28 9,472千円

29 12,726千円

30 12,580千円

事
業
実
績

28
家庭児童相談の実施、療育
センターによる幼児育児相
談を実施

29

家庭児童相談の実施、療育
センターによる幼児育児相
談を実施
相談員を1名増員し、学校と
の連協化を図った

30
家庭児童相談の実施、療育
センターによる幼児育児相
談を実施

ファミリーサポートセンター事業

事業
内容

・子どもを預かってほしい人と、
高齢者の中で子育てのお手伝
いをしたい人をマッチング、地域
としての育児の助け合いをサ
ポート

決
算
額

28 340千円

29 434千円

30 358千円

事
業
実
績

28

利用会員数 １５３人
サポート会員数 ４７人
両方会員 １２人
サポート会員活動件数 ７６１人

29

利用会員数 157人
サポート会員数 43人
両方会員 13人
サポート会員活動数 748人

30

利用会員数 168人
サポート会員数 44人
両方会員 13人
サポート会員活動数 848人

「ときっこ子育てハンドブック」の作
成

事業
内容

・市内の遊び場、幼稚園・保育
園、子育てに悩んだときの情
報源である「ときっ子育てハン
ドブック」を作成

決
算
額

28 195千円

29 0千円

30 658千円

事
業
実
績

28
隔年で作成（３，０００部）し、出
生世帯、転入世帯へ配布

29
市民協働によるハンドブック作
成を目指し、検討会議を実施
（9回）

30

市民ボランティアとの検討会
議を実施しながら、掲載内容
の検討、掲載施設の取材等を
進め、ハンドブックを完成した

放課後の児童対策

事業
内容

・児童が放課後等を安全・
安心に過ごす居場所ともな
る「放課後教室」の運営

決
算
額

28 61,199千円

29 68,717千円

30 71,371千円

事
業
実
績

28
・1042人の児童が放課後教
室に登録。
・述べ72,295回の参加

29
1091人の児童が放課後教
室に登録。
・述べ77,715回の参加

30
1167人の児童が放課後教
室に登録。
・述べ72295回の参加

子ども向け資料、講座等の充実

事業
内容

・絵本、児童書を充実させると
ともに、読み聞かせや子ども
向け講座を開催

決
算
額

28 3,477千円

29 3,772千円

30 3,632千円

事
業
実
績

28

児童書、絵本２，０５２冊購入
イベントに合計２２４名参加
毎週土曜日低学年までの子
供向け読み聞かせ（５２回）
毎月第３木曜日０歳児向け読
み聞かせ（１２回）を実施。

29
児童書、絵本２，０１２冊購入。
イベントに合計２６５名参加
読み聞かせ実施

30
児童書、絵本１，９８９冊購入。
イベントに合計２１９名参加
読み聞かせ実施

あすなろ家庭通信の送付とwebサ
イトへの掲載

事業
内容

・３６ヶ月までの第一子世帯を
対象にした子育て支援にかか
る情報誌「あすなろ家庭通信」
を各家庭に送付

決
算
額

28 81千円

29 97千円

30 97千円

事
業
実
績

28

・１、２、３、６、12、24、36ヶ月
の第一子世帯と36ヶ月未満の
乳幼児がいる転入世帯に通信
を送付。
・H28年度、計1,118通送付。

29 ・29年度、計1,058通を送付。

30 ・30年度、計1,082通を送付。

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標１：土岐市の次代を担う「ひと」を育む

施策

事業 「教育環境の整備」のための主な事業

「はつらつ人材バンク」派遣事業

事業
内容

・外国語の指導やパソコンの
活用ができる人材を活用し
た「はつらつ人材バンク」派
遣事業の実施

決
算
額

28 1,299千円

29 1,246千円

30 943千円

事
業
実
績

28
幼・小・中で244回の実施
外国語講師派遣事業は小
学校で81回の実施

29
幼・小・中で217回の実施
外国語講師派遣事業は小
学校で85回実施

30
幼・小・中で２１４回、小学校
外国語派遣事業活用回数４
３回

４ 特色ある小学校・中学校づくり

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

学校教育の充実に関する保
護者の満足度

85.0％
(H26)

85.4％
(H28)

85.1％
（H29）

86.0％
（H30）

88.0％
(H31)

〇
（数値改善）

学校生活で充実感のもてる児
童生徒の割合

44.2％
(H26)

44.9％
(H28)

45.6％
（H29）

55.0％
（H30）

50.0％
(H31)

◎
（目標達成）

学校図書館の週３回以上利
用率

35.7％
(H26)

34.6％
（H28)

34.2％
（H29）

36.3％
（H30）

40.0％
(H31)

〇
（数値改善）

ALＴ派遣事業

事業
内容

・ALT（外国語指導助手）の
幼小中などへの派遣の実施

決
算
額

28 9,876千円

29 13,593千円

30 15,392千円

事
業
実
績

28
外国人青年招致事業（ＪＥＴ
プログラム）によりＡＬＴ2名配
置。

29 1名増員し、ALT3名配置

30 ALT3名配置

「夢教室」の開催

事業
内容

・一流スポーツ選手等を招
へいした「夢教室」の開催

決
算
額

28 2,326千円

29 2,100千円

30 2,150千円

事
業
実
績

28
小学校5年生を対象に「夢教
室」（JFAこころのプロジェク
トに委託）を行った。

29
小学校5年生を対象に「夢教
室」（JFAこころのプロジェク
トに委託）を行った。

30
小学5年生17クラスに対し、
夢教室を開催。

読み聞かせ・定期配本の実施

事業
内容

・読書推進校における読み
聞かせや、定期配本を実施

決
算
額

28 0千円

29 0千円

30 0千円

事
業
実
績

28

濃南小学校における読み聞
かせ１１回、下石放課後教
室における読み聞かせなど
合計３００名が参加

29

合計５４５名の参加
学校への貸出計３３回４，１
９２冊。放課後教室への貸
出計１２回２，４００冊。

30

合計６３３名の参加
学校への貸出計３３回４，０
１６冊。放課後教室への貸
出計１２回２，４００冊

教育相談員の配置

事業
内容

小学校・中学校に教育相談
員を配置し、心に不安を抱え
る児童生徒に対して支援を
行う

決
算
額

28 24,225千円

29 23,675千円

30 24,104千円

事
業
実
績

28
小学校８校・中学校６校に各
１名を配置

29
小学校8校、中学校6校に各
１名を配置

30
小学校8校、中学校6校に各
１名を配置

教育相談適応指導教室

事業
内容

不登校児の児童生徒を持つ
保護者に指導助言をする教
育相談適応指導教室を運営

決
算
額

28 6,873千円

29 6,804千円

30 6,556千円

事
業
実
績

28
・小学校１校・中学校２校に
各１名を配置

29
小学校１校・中学校２校に各
１名を配置

30
浅野教室でカウンセリング
開催。
延べ110名参加

外国籍児童生徒への日本語指
導

事業
内容

・外国籍児童生徒への日本
語指導などの実施（外国籍
児童生徒：110人：H26.10.1）

決
算
額

28 3,093千円

29 3,209千円

30 3,093千円

事
業
実
績

28
外国籍児童生徒１１３名
・小学校５校・中学校２校で
計９名の支援員を派遣

29
外国籍児童生徒１２１名
・小学校５校・中学校２校で
計９名の支援員を派遣

30
外国籍児童生徒１２１名
・小学校５校・中学校２校で
計９名の支援員を派遣

アレルギー対応給食支援員の配
置

事業
内容

・きめ細やかにアレルギー対
応をするために、学校支援
員やアレルギー対応給食支
援員を配置

決
算
額

28 1,299千円

29 1,246千円

30 943千円

事
業
実
績

28

アレルギー対応食を必要と
する児童生徒が在籍する９
の小中学校に１１名の支援
員を配置し、安全に給食を
提供

29
１２の小中学校に１４名の支
援員を配置し、安全な給食
を提供

30
１２の小中学校にアレル
ギー対応給食支援員を15名
配置

事業 「支援を必要とする児童生徒へのきめ細やかな対応」のための主な事業

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

就業人口
30,216人
（H22）

29,455人
（H27)

29,455人
（H27)

29,455人
（H27)

26,306人
（H31)

◎
（目標達成）

就業率
55.4％
(H22)

58.0％
（H27)

58.0％
（H27)

58.0％
（H27)

52.2％
（H31）

◎
（目標達成）

基本目標２ 土岐市の特長や強みを活かして
「しごと」をつくる

本市の社会減少は、職業上・結婚等の理由とした転出が主な原因と考えられます。

そこで、地場産業である陶磁器産業をはじめとする既存産業を活性化するとともに、本市の特長や強みを活か
し、新たな産業や雇用・就業機会を創出することにより、若い世代が職業上の理由で市内から転出することを
抑制します。

また、ひきこもり、生活困窮者といった社会的孤立者に対して、社会との関わり合いを持つきっかけづくりを目
的に、交流、雇用の場として駅前空き店舗を活用した「居場所」を提供することにより、社会進出を誘います。

施策５

新たな産業や雇用・就業機会を創出する

施策６

陶磁器産業をはじめとする地元産業を活性化
する

基本的方向



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標２：土岐市の特徴や強みを活かして「しごと」をつくる

施策

事業 「新たな地域雇用の創出」のための主な事業

企業立地奨励事業

事業
内容

・土岐市企業立地促進条例
に基づき、企業立地促進の
ための事業所設置奨励金を
創設（H27年度は11社に交
付）

決
算
額

28 144,165千円

29 162,856千円

30 119,207千円

事
業
実
績

28
事業所設置奨励金 10社
雇用促進奨励金１社に交付

29 12社へ奨励金を支出

30 14社へ奨励金を支出

５ 新たな産業や雇用・就業
機会を創出する

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

新規立地企業数
20件

(近年累計)
1件

（H28)
1件

（H29）
1件

（Ｈ３０）
1件

（毎年）
◎

（目標達成）

工業団地整備事業

事業
内容

・新たな工業団地の適地調
査を実施

決
算
額

28 27,011千円

29 0千円

30 －

事
業
実
績

28
新たな工場用地とするため
の自然環境調査及び基本計
画を策定

29
定林寺工場適地の調査を実
施

30 －

「居場所」づくり事業

事業
内容

・社会的孤立者（ひきこもり、
生活困窮者等）に対して社
会における居場所を提供し、
そこでの活動を経て、自身
の目標等をもって社会へ進
出してもらうことを狙い、その
居場所となりうる、交流、雇
用の場を提供

決
算
額

28 241千円

29 241千円

30 241千円

事
業
実
績

28

就農、就労体験の居場所を
提供
利用者数 11名
年間延べ利用 58回

29
利用者数 10名
年間延べ利用 42名

30
利用者数 10名
年間延べ利用 42名

多くの人が集う「土岐テラスゲー
ト」を活用したビジネス創出

事業
内容

・土岐テラスゲートの「まちゆ
い」内に設置される「まちゆ
いチャレンジ区画」を市内2
業者が半年間利用する場合
の区画利用料（固定費）や、
臨時店舗販売スペースへの
出店利用料を助成

決
算
額

27 184千円

28
助成事業は27年度で終了

事
業
実
績

27
新規出店の飲食事業者に助
成金を交付

28

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標２：土岐市の特徴や強みを活かして「しごと」をつくる

施策

事業 「陶磁器産業等の活性化」のための主な事業

美濃焼振興事業

事業
内容

・美濃焼を国内外に発信し美濃焼産業の活性化を図るため、
陶磁器のデザインなどの習得（担い手の育成）や、海外及
び全国各地でのＰＲ展示事業に補助を実施

決算額

28 15,966千円

29 15,731千円

30 13,153千円

事業
実績

28

・美濃焼展示事業の補助 57社
・美濃焼ＰＲ紙袋の作成（小10,000枚）
・美濃焼ＰＲポスターの作成 600枚
・美濃焼ＰＲチラシvol.1の作成（25,000枚）
・美濃焼サミットの開催（12/17 参加者40名）

29

・美濃焼展示事業の補助 77社
・美濃焼ＰＲ紙袋の作成（大5,000枚、中5,000枚）
・美濃焼ＰＲビニール袋の作成（中10,000枚、小10,000枚）
・美濃焼ＰＲチラシvol.1の作成（5,000枚）
・美濃焼ＰＲチラシvol.2の作成（15,000枚）
・美濃焼サミットの開催（2回開催 参加者92名）
・インターンシップ事業（3回開催 参加者25名）

30

・美濃焼展示事業の補助 65社
・美濃焼ＰＲ紙袋の作成（中5,000枚）
・美濃焼ＰＲビニール袋の作成（中10,000枚、小10,000枚）
・美濃焼ＰＲチラシvol.3の作成（10,000枚）
・ＨＰ内容の追加更新(6社）
・オープンファクトリーのチラシの作成（10,000枚）

６ 陶磁器産業をはじめとする
地元産業を活性化する

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

窯業・土石製品製造出荷額
5,525千万円

(H25)
5,793千万円

（H26) - 7,020千万円
（H28)

5,600千万円
(H31)

◎
（目標達成）

陶磁器関連事業社数
460社
(H22) - -

375社
（H28)

350社
(H31)

◎
（目標達成）

小売商業年間商品販売額
5,023千万円

(H23)
4,686千万円

(H25) - 6,677千万円
(H27)

6,000千万円
(H31)

◎
（目標達成）

土岐市産業文化振興センター・
セラトピア土岐の運営

事業
内容

産業振興のための多目的大
ホールの運営や美術ギャラリー
の利用促進

決
算
額

28 45,063千円

29 43,036千円

30 41,397千円

事
業
実
績

28
産業振興のための多目的大
ホールの運営や美術ギャラリー
の利用促進（4,751回使用）

29
・産業振興のための多目的大
ホールの運営や美術ギャラリー
の利用促進（4,797回9使用）

30
・産業振興のための多目的大
ホールの運営や美術ギャラリー
の利用促進（4,714回：H30使用）

美濃焼産業観光振興補助

事業
内容

・各地域の陶器祭りを通じた
土岐市の活性化と陶磁器産
業の振興

決
算
額

28 5,400千円

29 5,400千円

30 5,400千円

事
業
実
績

28
各地域の陶器祭りへの補助
金（3件）

29
各地域の陶器祭への補助
金(3件)

30
各地域の陶器祭りへの補助
金(3件)

プレミアム付商品券の発行

事業
内容

・地域経済の活性化を図るために、
プレミアム付きの商品券（１万円対
して２千円のプレミアム）の発行に
より地域消費を喚起

決算
額

27 95,354千円

28
27年度で終了

事業
実績

27

販売総額：4億円（発行総額4億8千
万円 プレミアム率20％）
応募総数：1万12人から4万4691
セット
取扱店数：２６３

28

※令和元年10月1日～
プレミアム付商品券の発行

中小企業支援事業

事業
内容

・地場産業にかかる新製品や商品の展示会・見本市
などの販路開拓事業にかかる支援を実施

決算額

28 144,165千円

29 162,856千円

30 119,207千円

事業
実績

28

市小口融資の原資として45,000千円
小口制度による借り入れをした中小企業に対して信
用保証料を助成した。（72件）
販路開拓事業にかかる補助金を支出。（6件）

29

市小口融資の原資として45,000千円
小口制度による借り入れをした中小企業に対して信
用保証料を助成
販路開拓事業にかかる補助金を支出(5件)

30

市小口融資の原資として45,000千円
小口制度による借り入れをした中小企業に対して信
用保証料を助成
販路開拓事業にかかる補助金を支出(5件)

駅周辺市街地における空き店舗の
活用

事業
内容

・新規出店者に対する固定資
産税の補助や家賃補助による
駅周辺市街地の振興

決
算
額

28 2,958千円

29 28年度で終了

事
業
実
績

28
店舗賃貸借促進補助金（1件）
出店者家賃補助金（2件）

29

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

交流人口（観光入込客数）
7,492千人

（H25)
9,670千人

（H28)
9,601千人

（H29）
9,289千人

（H30）
7,800千人

(H31)
◎

（目標達成）

基本目標３ 土岐市の交流人口を活かして
「にぎわい」をつくる

広域交通基盤の整備を背景に、土岐市を訪れる年間の交流人口は700万人を超えており、交流人口は着実に
増加を遂げています。

土岐プレミアムアウトレットやテラスゲート土岐、市内２ヶ所の道の駅、美濃焼関連の産業文化資源をはじめ、
土岐市の個性や魅力をさらに磨き、情報発信を強化することにより、これまで以上に多くの人が土岐市を訪れ、
土岐市を楽しむことができ、土岐市内の隅々に至るまで多様な交流が生まれるにぎわいに満ちたまちをつくり
ます。

施策７

地域資源を活かして交流・集客を拡大する

基本的方向



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標３：土岐市の特徴や強みを活かして「しごと」をつくる

施策

事業 「交流人口を活かした「にぎわい」の創出」のための主な事業

観光拠点施設運営事業（テラスゲート土岐）

事業
内容

・土岐市観光振興計画に基づく観光拠点として、
NEXCO中日本の地域連携施設「まちゆい」を、観光に
おける玄関口として位置付け、観光PR事業を展開
・土岐市を紹介するため、テラスゲート内の「まちゆい」
にある「土岐たび案内所」において放映する観光案内
動画（映像コンテンツ）を作成
・「わかりやすさ」に着眼した土岐市観光マップを作成
するとともに、土岐市観光大使の酒井敏也氏、神奈月
氏を起用した観光ポスターや、デジタルサイネージを
活用したPRを掲示
・NEXCO中日本グループが保有するスマートフォンア
プリ（地域スタンプラリー）を活用し、テラスゲート土岐
から市内へ誘客を図るなど、土岐市のプロモーション
活動を実施

決算額

28 16,239千円

29 17,010千円

30 16,728千円

事業
実績

28

「テラスゲート土岐まちゆい」内の「土岐たび案内所」を
観光拠点施設と位置付け、土岐市の魅力を発信し、市
内周遊を促すために、施設の管理運営をしている土岐
市観光協会に補助金を支出

29

「テラスゲート土岐まちゆい」内の「土岐たび案内所」を
観光拠点施設と位置付け、土岐市の魅力を発信し、市
内周遊を促すために、施設の管理運営をしている土岐
市観光協会に補助金を支出

30

「テラスゲート土岐まちゆい」内の「土岐たび案内所」を
観光拠点施設と位置付け、土岐市の魅力を発信し、市
内周遊を促すために、施設の管理運営をしている土岐
市観光協会に補助金を支出

７ 地域資源を活かして交流・
集客を拡大する

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

誘客イベント参加者数
500人
(H27)

211人
（H28)

0人
（H29）

415人
(H30)

500人
(毎年)

△
（目標未達成）

市内イベント来場者数 553千人 (H25) 470千人
（H28)

419千人
（H29）

510千人
（H30）

686千人
(H31)

△
（目標未達成）

東濃5市による観光連携事業

事業
内容

・恵まれた交流人口を活かし、
「東濃ぐるりん観光促進事業」を
拡充

決
算
額

28 10,000千円

29 1,400千円

30 800千円

事
業
実
績

28

地方創生加速化交付金を活用し、
「東濃ぐるりん観光事業」を実施。
観光資源発掘事業、首都圏プロ
モーション事業、広告掲載事業、
インバウンド誘客事業を実施。

29

「半分、青い。」を活用した観光Ｐ
Ｒ事業を実施。イベント出展、雑
誌広告掲載。地酒と美濃焼を
テーマにしたイベント「MEETS 
TONO」を開催。来場者数は約
3,000人。

30
・MEETS HIGASHI-MINO開催
・イベント出店（2回）

観光PR事業

事業
内容

・観光資源の掘り起こしにより土
岐市の魅力を国内外に発信、市
を訪れた方々に観光施設を紹
介

決
算
額

28 12,774千円

29 11,243千円

30 9,675千円

事
業
実
績

28

新聞・雑誌広告掲載、看板掲出、
パンフレット作成・増刷、フォトロ
ゲイニング、若手陶芸作家集団
によるシティプロモーション

29

雑誌新聞広告掲載6回、パンフ
レット作成2種類22,000部、パン
フレット増刷20,000部、若手陶芸
家集団によるシティプロモーショ
ン、観光大使活用（イベント2回、
パンフレット1回）

30

・イベンドガイド作成（年2回各2
万部）
・イベント情報誌掲載
・パンフレット増刷（2万部）
・観光大使活用事業（2回）

観光イベント等助成事業

事業
内容

・「土岐市織部まつり」や「陶器ま
つり」など、人が集い交流するイ
ベントの開催を支援

決
算
額

28 12426

29 12,970

30 12,596

事
業
実
績

28 イベントへの補助金（10件）

29 イベントへの補助金（11件）

30 イベントへの補助金（10件）

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

住みやすさの評価
61.8％
（H26)

65.0％
(H28)

61.0％
（H29）

62.4％
（H30）

65.0％
（H31)

〇
（数値改善）

市民の定住意向
50.6％
（H26)

61.8％
(H28)

53.6％
（H29）

59.2％
（H30）

54.9％
（H31)

◎
（目標達成）

基本目標４ 土岐市に愛着を持ち、安心して
住み続けられる「まち」をつくる

市内からの人口転出先は、多治見市や名古屋市、春日井市などの近隣地域で多い一方で、県外からの転入
者数は、県内市町村の中でトップクラスに位置しています。

そこで、土岐市に住みたい・住み続けたいと思える定住環境としての魅力を高め、市外への人口転出を抑制す
るとともに、引き続き、若い世代の市内へ移住定住の促進を図ります。

また、健康寿命を伸ばすなど心身ともに健康な高齢者を増やし、高齢者がいつまでも安心して暮らせるまちを
つくります。

施策８

住み続けたいと思える定住環境としての魅力
を高める

基本的方向

施策１０

健康寿命を伸ばし元気な高齢者を増やす

施策９

若い世代の移住・定住を促進する



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標４：土岐市に愛着を持ち、安心して住み続けられる「まち」をつくる

施策

事業 「住環境の整備」のための主な事業

市民バス活性化・再生総合事業

事業
内容

・社会的弱者の方々が、買い
出しや通院に困らない生活
環境を提供

決
算
額

28 47,173千円

29 66,229千円

30 47,043千円

事
業
実
績

28

市民バス・デマンドタクシーの
運行補助（8路線・5路線）
地域公共交通活性化協議会
の開催（4回）

29

市民バス・デマンドタクシーの
運行補助（8路線・5路線）
地域公共交通活性化協議会
の開催（4回）
市民バス新規取得（1台）

30

・市民バス（86,417人利用）、
デマンドタクシー（1,503人利
用）の運行
・地域公共交通活性化協議
会の開催

８ 住み続けたいと思える定住
環境としての魅力を高める

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

市政に関する市民参加の機会
の充実に関する市民満足度

10.2％
(H25)

11.4％
(H28)

10.2％
（H29）

10.5％
（H30）

20.2％
(H31)

〇
（数値改善）

防犯治安対策に関する市民
満足度

22.8％
(H25)

17.5％
(H28)

12.7％
（H29）

15.4％
（H30）

27.0％
(H31)

△
（目標未達成）

交通安全対策に関する市民
満足度

24.0％
(H25)

32.7％
(H28)

26.1％
（H29）

27.7％
（H30）

26.0％
(H31)

◎
（目標達成）

自治会加入世帯数
17,010世帯

(H27)
16,933世帯

（H28）
16,931世帯

（H29）
16,931世帯

（H30）
16,840世帯

(H31)
◎

（目標達成）
自治会等における自主防災
組織の組織率

100.0％
(H25)

100.0％
(H28)

100.0％
（H29）

100.0％
（H30）

100.0％
(H31)

◎
（目標達成）

自主防犯組織の加入者数
1,034人
(H26)

1,000人
（H28)

1,000人
（H29）

1,000人
（H30）

1,140人
(H31)

△
（目標未達成）

駅前広場整備事業

事業
内容

・名古屋圏への通勤者や、
高齢者・障がい者等を含む
すべての市民が利用しやす
い駅前広場の整備
（身がい者乗降所の設置、
バリアフリー化など）

決
算
額

28 199,116千円

29 117,395千円

30 229,229千円

事
業
実
績

28
・用地買収
・建物補償
・建築詳細設計業務委託

29

・トイレ整備、ＪＲ東海駐車場
の移転工事、無電柱化を推
進するための詳細設計、建
物移転補償、電柱移転補償
等

30

駅前広場整備第2期工事お
よび電柱電線移転の実施に
より身がい者乗降所の設置、
バリアフリー化などを推進

地域集会所（公民館）の整備補
助事業

事業
内容

・財団法人自治総合セン
ターのコミュニティセンター
助成事業などを活用し、地
域集会所（公民館）を整備

決
算
額

28 6,148千円

29 13,536千円

30 611千円

事
業
実
績

28
・4件の地域集会所整備事
業に補助。

29
・改築２件、改修３件、計５件
の事業に補助

30 ・改修２件の事業に補助

土岐市における高速情報通信網の整
備促進

事業
内容

・高速通信網が整備されていない
地区において、通信網の整備促
進を検討

決
算
額

28 0千円

29 0千円

30 （債務負担）10,775千円

事
業
実
績

28 検討

29 検討

30
曽木町全域に高速通信網を整備
する事業者に補助金支出決定

令和元年度、曽木町に高速通信網整備完了

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）

事業

「地域によるまちづくり」のため
の主な事業

事業

「ITを活用した元気な地域づくり」のため
の主な事業

事業 「子どもの安全確保」のための主な事業

地域の防犯活動の実施

事業
内容

・東濃西部地区防犯協会との
連携の下、児童の帰宅時間
における青色パトロール車両
による防犯活動を実施

決
算
額

28 47,173千円

29 66,229千円

30 47,043千円

事
業
実
績

28
・職員による青色パトロール
車両防犯活動を週1回実施。

29
防犯パトロールの実施
・防犯ボランティア団体へ防
犯グッズの配布による支援

30
防犯パトロールの実施
・防犯ボランティア団体へ防
犯グッズの配布による支援

公園施設安全・安心対策事業

事業
内容

・公園施設長寿命化計画に
基づき、公園施設の安全確
保し、安全安心な遊びの場を
提供

決
算
額

28 26,271千円

29 45,612千円

30 59,734千円

事
業
実
績

28

・都市公園の遊具及び公園
施設の改修工事を実施。
・土岐市総合公園施設改修
設計業務委託を実施。

29
・都市公園の遊具及び公園
施設の改修工事を実施。

30
総合公園(1期）整備工事およ
び遊具定期点検の実施

防災支援事業

事業
内容

・市民の防災力を高めるため、防災
講演会や災害図上訓練（ＤＩＧ）を開催
するとともに、地域防災力向上のため、
防災資機材等整備補助を実施

決
算
額

28 3,449千円

29 3,652千円

30 8,072千円

事
業
実
績

28
DIGを実施。７回３４７人参加
・防災資機材等整備補助：２６件

29
ＤＩＧ６回開催、防災リーダー養成講
座３回開催
防災資機材等整備補助：15件

30

DIG5回、出前講座8回、HUG1回、防
災リーダー養成講座1回実施。防災
資機材等整備補助24件、ブロック塀
等撤去補助事業44件交付。

事業 「災害に強いまちづくり」のための主な事業

非常備消防関係事業

事業
内容

・消防本部と共に消防活動
を行なう消防団員の活動を
支援するため、消防団員の
活動服及び靴、無線機と
いった装備品を充実するこ
とによる消防体制を強化

決
算
額

28 5,353千円

29 7,031千円

30 6,971千円

事
業
実
績

28 活動装備品を各分団に整備

29 活動装備品を各分団に整備

30
活動装備品を各分団に整備
AEDを消防団に整備



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標４：土岐市に愛着を持ち、安心して住み続けられる「まち」をつくる

施策

事業 「若い世代の移住・定住の促進」のための主な事業

定住促進事業

事業
内容

・市内に住宅を購入し、市外から転入する世
帯に奨励金を交付
（新築中古住宅を問わず1世帯30万円、中学
生以下の子どもがいる場合は、5万円加算）

決算
額

28 39,000千円

29 47,450千円

30 51,850千円

事業
実績

28
定住促進奨励金を110件交付

29 １３５件の世帯に交付し、４１５名が移住

30 １４８世帯に交付し、４４１名が移住

９ 若い世代の移住・定住を
促進する

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

助成制度があることを理由に
定住した世帯

38.9％
(H26)

34.5％
(H28)

45.6％
（H29）

41.3％
(H30)

40.0％
(H31)

◎
（目標達成）

定住促進事業奨励金交付件
数

103件
(H26)

110件
（H28)

135件
（H29）

148件
（H30）

100件
(毎年)

◎
（目標達成）

空き家リフォーム補助利用件
数

0件
(H26)

0件
(H28)

0件
（H29）

0件
（H30）

3件
(毎年)

△
（目標未達成）

空き家リフォーム補助事業

事業
内容

・「空き家バンク制度」を活用して空き
家を利用（居住）される方が、当該空
き家を改修する費用の一部（1/2、10
万円上限）を助成

決算
額

28 0千円

29 0千円

30 0千円

事業
実績

28
空き家バンク新規登録は3件
契約1件

29
空き家バンク新規登録は1件
契約1件

30
空き家バンク新規登録は1件
契約1件

首都圏等から土岐市への移住定住促進

事業
内容

首都圏から土岐市への移住促進
のため「ふるさと回帰センター（有
楽町交通会館）」へ土岐市PR誌を
設置

決算
額

28 98千円

29 0千円

30 0千円

事業
実績

28

チラシを30000部作成し、清流の国
ぎふ移住・交流センター（東京・名
古屋）や大阪ふるさと暮らし情報セ
ンター、市内に営業所がある企業
や金融機関、住宅展示場等に配布
した。

29
名古屋市で開催した移住定住イベ
ントにて市のPRを実施

30 実績なし

※令和元年度より、一定の条件を満たす東京圏
からの移住者に対して支援金を交付

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）



土岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略
基本目標４：土岐市に愛着を持ち、安心して住み続けられる「まち」をつくる

施策

事業 「元気な高齢者づくり」のための主な事業

一生涯健康な身体づくり

事業
内容

30歳代健康診査、歯周病検診、
口腔内審査などの実施
結核や各種のがん検診の実施
75歳以上の生活習慣病の防止
健診の促進

決
算
額

28 39,676千円

29 45,190千円

30 41,886千円

事
業
実
績

28

30歳代健康診査 163人受診
歯周病検診 132人受診
胃がん検診 1235人受診
大腸がん検診 2881人受診
乳がん検診 1588人受診

29 上記の健診に5,999人受診

30 上記の健診に6168人受診

10 健康寿命を伸ばし元気な
高齢者を増やす

指標名
基準値
（年）

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度
目標値
（年）

達成度

保健・健診サービスの充実に
関する市民満足度

33.6％
(H25)

41.7％
(H28)

25.3％
（H29）

37.6％
（H30）

35.0％
(H31)

◎
（目標達成）

スポーツイベント・事業に参加
した市民の満足度

16.3％
(H25)

18.6％
(H28)

13.1％
（H29）

17.6％
（H30）

70.0％
(H31)

〇
（数値改善）

生涯学習の充実に関する市
民満足度

18.4％
(H25)

26.6％
(H28)

16.5％
（H29）

21.7％
（H30）

30.0％
(H31)

〇
（数値改善）

介護予防や健康づくり

事業
内容

・運動機能向上講座、料理
教室、音楽療法講座、脳の
すこやか健康教室、絵手紙
教室等や、各種出前講座の
実施

決
算
額

28 1,718千円

29 1,168千円

30 1,596千円

事
業
実
績

28
はつらつ元気塾や出前講座
など延べ2000人以上が参加

29
はつらつ元気塾や出前講座
など延べ2000人以上が参加

30
はつらつ元気塾や出前講座
など延べ2000人以上が参加

老人クラブの活動助成

事業
内容

・老人クラブの運動（軽スポー
ツ、運動会）、文化（囲碁・将
棋大会等）活動を支援

決
算
額

28 860千円

29 860千円

30 860千円

事
業
実
績

28

軽スポーツ大会、運動会
囲碁将棋大会
余技作品展、老人福祉大会
音楽療法講座 計1000人以上

29
上記イベントに計1000人以上
が参加

30
上記イベントに計1000人以上
が参加

□Ａ 非常に効果的で有効であった
（目標達成するなど大いに成果が得られたとみなせる）

□Ｂ 相当程度効果はあり有効であった
（目標値に達しなかったものの、概ね成果が得られたとみなせる）

□Ｃ 一定の効果はあった
（達成状況は芳しくなかったものの、取組を継続すべきである）

□Ｄ 効果が無く有効ではなかった
（このまま継続しても成果が得られないとみなせるもの）

事業
「生涯学習や地域活動の場づくり」のため
の主な事業

「はなの木大学」の開催

事業
内容

・高齢者の学習と仲間づくりの
場として活動する高齢者大学
である「はなの木大学」を運営
・クラブ活動と全体学習を開催

決
算
額

28 992千円

29 1,113千円

30 490千円

事
業
実
績

28

園芸、パソコンなどのクラブ活
動が延べ450回行われた。
・全体学習を10回開催。平均
約150名の参加

29
クラブ活動のほか、全体学習
を10回開催。平均約120名参
加

30
クラブ活動のほか、全体学習
を9回開催。平均約120名の参
加

生涯学習指導者バンクの運営

事業
内容

・学校や社会教育などの分野
で生涯学習関連事業の増加
に応えるため、専門的な知識
や技能を持った個人・グルー
プを指導者として登録

決
算
額

28 20千円

29 15千円

30 10千円

事
業
実
績

28
生涯学習指導者バンクの登
録者による講座を２事業開催
計4回33名参加

29
３つの講座を開催
計3回55名参加

30
2つの講座を開催
32人参加

事業 「スポーツを通じた健康づくり」のための主な事業

土岐市民総合体育大会の開催

事業
内容

・土岐市民総合体育大会
（春季、夏季、冬季あわせ
て29種目）を開催

決
算
額

28 1,728千円

29 1,745千円

30 1,634千円

事
業
実
績

28
29種目 計2163人が出場

29 2114が出場

30 2055人が出場

土岐市体育協会を通じたスポーツ
振興の実施

事業
内容

・ＴＯＫＩスポーツフェスティバ
ルを開催

決
算
額

28 467千円

29 467千円

30 478千円

事
業
実
績

28
12種目のスポーツを体験して
もらい約1,000人の参加があっ
た

29
12種目のスポーツを体験して
もらい約1,000人の参加があっ
た

30
12種目のスポーツを体験して
もらい約1,000人の参加があっ
た

生涯スポーツ推進のための事業の
実施

事業
内容

・ノルディックウォーキング教室
を開催
・森林ウォーキングときを開催
・軽スポーツの普及促進のため
にスポーツ広場を無料開放（週
１回夜間、市民体育館３館）

決
算
額

28 465千円

29 396千円

30 326千円

事
業
実
績

28

ノルディックウォーキング教室8
回開催
森林ウォーキングときを開催
164人参加

29

ノルディックウォーキング教室8
回開催
森林ウォーキングときを開催
110人参加

30

ノルディックウォーキング教室7
回開催
森林ウォーキングときを開催92
人参加


